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一
月
二
一
日
に
米
国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
、
約
四
ヵ
月
が
経
過
し
た
。
二
月
末
の
時
点
で
は

感
染
者
六
八
人
、
死
者
一
人
で
あ
っ
た
が
、
三
月
以
降
感
染
が
急
拡

大
し
、
五
月
一
五
日
現
在
で
米
国
内
で
確
認
さ
れ
た
感
染
者
数
は

一
四
一
万
人
、
死
者
数
は
八
万
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
甚
大
な
被
害

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
初
期
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
都
市
圏
が
感
染

拡
大
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
内
陸
の
人
口
希
少
地
域
ま
で
、

全
米
規
模
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。
外
出
制
限
や
営
業
停
止
に
よ

り
、
経
済
活
動
も
大
幅
な
制
約
を
受
け
、
商
務
省
が
四
月
二
九
日
に

発
表
し
た
二
〇
二
〇
年
第
1
四
半
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
前

期
比
で
年
率
マ
イ
ナ
ス
四
・
八
％
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。
労
働
統

計
局
の
発
表
で
は
、
四
月
に
二
〇
五
〇
万
人
が
職
を
失
い
、
失
業
率

は
大
恐
慌
以
来
最
悪
と
な
る
一
四
・
七
%
に
達
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
当
初
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を
過
小

評
価
し
、
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
失
敗

の
背
景
に
は
、
科
学
的
知
見
や
専
門
性
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

軽
視
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
如
実
に
表
れ
た
の
が
、
米
国
に

お
い
て
感
染
症
対
策
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
疾
病
管
理
予
防

杏
林
大
学
講
師

松
井
孝
太

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
専
門
家
軽
視
・
経
済
優
先
の
焦
り
が

世
界
一
の
感
染
者
・
死
者
と
い
う
結
果
を
招
い
た
の
か
。

米
国
に
ひ
そ
む
、
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
分
断
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
タ
ー
か
ら
見
え
る
世
界
像
を
歪
ま
せ
、

感
染
収
束
を
遠
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
つ
い　

こ
う
た　

東
京
大
学
大
学
院
法
学

政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
、
杏
林
大
学
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
研
究

所
特
任
助
教
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
よ
り
現
職
。

研
究
テ
ー
マ
は
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
、
社
会
保

障
・
労
働
政
策
。

分
断
の
矛
盾
噴
き
出
す
ア
メ
リ
カ

—
—

政
治
と
科
学
、
格
差
の
視
角
か
ら
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セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
扱
い
で
あ
る
。
米
国
保
健
福
祉
省
の
下
部

機
関
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
設
立
目
的
の
マ
ラ
リ
ア
か
ら
〇
九
年
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
で
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
科
学
的
専
門
性
を

基
盤
と
し
て
、
疾
病
問
題
の
調
査
研
究
や
情
報
提
供
、
政
策
提
言
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ

が
そ
の
役
割
を
十
全
に
果
た
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
が
増
え
て
い
る
。
二
月
末
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
メ
ッ
ソ
ニ
ア
博
士
が
米
国

内
で
の
感
染
拡
大
を
強
く
警
告
す
る
と
、
こ
れ
に
反
発
し
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
ペ
ン
ス
副
大
統
領
を
中
心
と
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
情

報
管
理
を
担
わ
せ
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
存
在
感
は
薄
れ
た
。
ま
た
五
月
初
頭

に
は
、
段
階
的
な
経
済
再
開
に
向
け
て
取
る
べ
き
行
動
を
示
し
た
Ｃ

Ｄ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
を
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
拒
否
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染
症
研
究
所
の

フ
ァ
ウ
チ
所
長
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
陣
頭
指
揮

を
担
う
科
学
者
も
、
早
期
の
経
済
再
開
を
目
指
す
政
権
の
政
治
的
思

惑
と
の
間
で
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

経
済
的
・
社
会
的
格
差
と
コ
ロ
ナ
禍

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
米
国
社
会
に
存
在
し
て
き
た
人
種
・
所
得
層
に
よ

る
格
差
の
深
刻
さ
も
、
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
州
や
自
治

体
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
黒
人
は
全
国
人
口
の
一
五
％
以
下
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
者
の
三
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
ａ
ｍ

ｆ
Ａ
Ｒ
財
団
に
よ
る
最
近
の
研
究
で
は
、
全
米
の
感
染
者
の
半
数
以

上
と
死
者
の
六
割
近
く
が
、
黒
人
人
口
比
率
が
全
国
平
均
を
上
回
る

郡
（
全
国
人
口
の
約
三
五
％
が
居
住
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ラ
テ
ィ
ー
ノ
（
ラ
テ
ン
系
）
に
関
し
て
も
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ
な
ど
で
、
同
様
に
高
い
死
亡
率
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
被
害
が
偏
る
要
因
と
し
て
は
、
歴
史

的
経
緯
や
経
済
的
理
由
か
ら
、
都
市
部
の
人
口
密
集
地
域
に
多
く
居

住
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
在
宅
勤
務
が
難
し
い

職
業
に
就
い
て
い
て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合

が
多
い
こ
と
や
、
感
染
症
が
重
篤
な
悪
化
に
つ
な
が
り
や
す
い
健
康

問
題
を
抱
え
る
割
合
が
高
い
点
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
他
の
先
進
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
医
療
・
社
会
保

障
制
度
が
脆
弱
で
あ
る
点
も
米
国
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
高
齢
者

や
低
所
得
者
な
ど
限
ら
れ
た
部
分
の
み
公
的
な
医
療
保
障
が
提
供
さ

れ
、
現
役
世
代
に
関
し
て
は
基
本
的
に
民
間
医
療
保
険
が
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
国
勢
調
査
局
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
七
年
時
点

で
米
国
民
の
五
六
％
が
雇
用
を
通
し
て
提
供
さ
れ
る
民
間
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
た
。
つ
ま
り
失
業
が
、
所
得
喪
失
の
み
な
ら
ず
、
医
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療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
脅
か
し
か
ね
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
医
療
保
険
制
度
改
革
（
オ
バ
マ
ケ
ア
）
に

よ
っ
て
無
保
険
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
は
以
前
よ
り
低
下
し
た
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
禍
が
深
刻
化
し
た
時
点
で
約
三
〇
〇
〇
万
人
が
無
保
険

者
で
あ
っ
た
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
や
自
己
負
担
額
も
医
療
機
関

や
加
入
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
、
高
額
の
負
担
を
要
す
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。
ま
た
、米
国
は
先
進
国
の
中
で
は
き
わ
め
て
例
外
的
に
、

所
得
保
障
を
と
も
な
う
病
気
休
業
・
家
族
休
業
制
度
が
労
働
者
の
法

的
権
利
と
し
て
全
国
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
国
で
も
あ
る
。
三
月

に
成
立
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
法
に
よ
っ
て
病
気
休
業
制

度
な
ど
の
時
限
的
措
置
は
講
じ
ら
れ
た
が
、
所
得
階
層
を
背
景
と
し

た
社
会
保
障
へ
の
ア
ク
セ
ス
格
差
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
深
刻
な

感
染
被
害
の
ひ
と
つ
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。　

党
派
的
分
断
が
混
乱
に
拍
車

　

米
国
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱
は
、
近
年
ま
す
ま
す
激
し
さ
を

増
し
て
い
る
米
国
政
治
の
党
派
的
分
断
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
民
主
党
と
共
和
党
は
そ
れ
ぞ
れ
リ
ベ
ラ

ル
派
と
保
守
派
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
を
強
め
な
が
ら
対
立
し
て

き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
の
支
持
者
の
地
理
的
な
住

み
分
け
も
進
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
一
般
的
に
人
口
密
度
が
高
い

地
域
ほ
ど
民
主
党
得
票
率
が
高
く
、
人
口
が
少
な
い
農
村
部
ほ
ど
共

和
党
得
票
率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。
大
都
市
を
抱
え
る
州
の
民
主
党

知
事
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
認
識
の
差
や
、
経
済
再
開
に
向
け
た
州

レ
ベ
ル
で
の
対
応
の
ば
ら
つ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
理
解
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

世
論
調
査
研
究
で
は
、
民
主
党
支
持
者
と
共
和
党
支
持
者
の
間

に
、
政
策
的
な
選
好
だ
け
で
な
く
、
経
済
状
況
な
ど
に
関
す
る
現
状

認
識
に
関
し
て
も
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
す
ら
、
近
年
の
米
国
政

治
を
規
定
し
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
対
保
守
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
無

縁
で
は
な
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
遵
守
、
経
済
再
開

と
医
療
体
制
維
持
の
優
先
順
位
、
さ
ら
に
は
マ
ス
ク
着
用
の
是
非
に

至
る
ま
で
、あ
る
種
の
「
文
化
戦
争
」
的
分
断
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

　

四
月
二
九
日
か
ら
五
月
五
日
に
か
け
実
施
さ
れ
た
ピ
ュ
ー
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
民
主
党
支
持
者
の

八
七
％
が
、
経
済
活
動
再
開
が
早
す
ぎ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の

に
対
し
、
共
和
党
支
持
者
の
五
三
％
は
、
逆
に
、
経
済
再
開
が
十
分

に
早
く
な
い
こ
と
を
よ
り
懸
念
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。
居
住

地
域
に
お
い
て
現
在
課
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

行
動
制
限
に
つ
い
て
も
、
よ
り
制
限
を
減
ら
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見

を
支
持
す
る
民
主
党
支
持
者
は
八
％
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
共
和
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党
支
持
者
は
四
四
％
が
制
限
を
減
ら
す
べ
き
だ
と
回
答
し
て
い
る
。

大
統
領
選
挙
お
よ
び
今
後
の
米
国
政
治
へ
の
影
響

　

コ
ロ
ナ
禍
が
今
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
に
与
え
る
影
響
も
大
き

い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
好
調
な
米
国
経
済
を
一
一
月
の
大
統
領
選

挙
に
向
け
た
再
選
戦
略
の
柱
と
し
て
い
た
が
、
急
激
な
経
済
縮
小
に

よ
っ
て
、経
済
の
健
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。

中
国
責
任
論
を
強
調
し
、
経
済
再
開
を
急
ぐ
背
景
に
は
、
少
し
で
も

経
済
の
失
速
を
食
い
止
め
つ
つ
、
大
統
領
の
責
任
論
を
か
わ
し
た
い

政
権
の
思
惑
が
あ
る
。
米
中
関
係
は
近
年
、
貿
易
や
知
的
財
産
権
の

み
な
ら
ず
政
治
・
安
全
保
障
の
分
野
に
ま
で
緊
張
を
高
め
て
き
た
が
、

大
統
領
選
挙
に
向
け
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
中
姿
勢
は
よ
り
強
硬
な

も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

民
主
党
の
候
補
者
指
名
争
い
を
勝
ち
抜
き
、
事
実
上
の
民
主
党
候

補
者
と
な
っ
た
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
多
数
の
支
持

者
を
動
員
し
た
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
露
出
の
機
会
が
大
幅
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
不
安
材
料
で

あ
る
。
た
だ
し
こ
の
点
は
、
必
ず
し
も
バ
イ
デ
ン
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
露
出
低
下
に
よ
り
、

バ
イ
デ
ン
の
政
策
公
約
内
容
や
過
去
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
対
す
る
メ

デ
ィ
ア
の
厳
し
い
詮
索
が
弱
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。さ
ら
に
、

平
時
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
と
保
守
の
「
選
択
」
と
い

う
側
面
が
相
対
的
に
背
景
に
退
き
、
現
職
大
統
領
に
対
す
る
「
業
績

評
価
」
と
い
う
性
質
が
強
ま
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
失
態
が
挑
戦

者
た
る
バ
イ
デ
ン
を
利
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

よ
り
長
期
的
な
影
響
で
見
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
が
、
共
和
党
内
部
で

近
年
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
分
裂
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
る
側
面
も
見

逃
せ
な
い
。
共
和
党
の
伝
統
的
主
流
派
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
由
市

場
経
済
と
小
さ
な
政
府
を
そ
の
経
済
哲
学
の
根
幹
と
し
て
き
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
は
従
来
の
主
流
派
政
治
家
と
は
異
な
る
き

わ
め
て
保
護
主
義
・
国
家
主
義
的
な
通
商
政
策
を
掲
げ
て
二
〇
一
六

年
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
、
共
和
党
内
に
新
た
な
潮
流
を
生
み
出
し

た
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
は
、
国
益
保
護
の
た
め
に
よ
り
強
力

な
政
府
の
役
割
を
求
め
る
国
家
主
義
的
指
向
を
共
和
党
内
で
も
勢
い

付
け
て
い
る
。
例
え
ば
マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
や
ト
ム
・
コ
ッ
ト
ン
両
上

院
議
員
ら
は
、共
和
党
の
伝
統
的
な
経
済
政
策
思
想
を
批
判
し
つ
つ
、

政
府
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
中
国
な
ど
の
敵
対
的
勢
力
へ
の

経
済
的
依
存
を
減
ら
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
米

国
社
会
に
与
え
る
長
期
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
な
お
不
確
実

性
が
大
き
い
が
、
二
〇
世
紀
の
大
恐
慌
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
よ
う

に
、
国
家
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
人
々
の
価
値
観
を
も
変
容
さ
せ
得

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
●




